
前期後半スタート！
夏休みが終わり、前期後半がスタートしました。子どもたちは笑顔で、夏休み中に頑張った作品を抱えて、

元気に登校してきました。子どもたちに大きな事故などがなく、みんな元気に登校できたことをとてもうれし

く思います。今年は最高気温が３０度を越える日が続き、猛暑の毎日でしたが、子どもたちは３０日間の夏休

みをそれぞれ楽しんだようでした。

今日から前期後半がスタートします。９月は６年修学旅行、５年自然教室、マラソン大会、学習発表会など

が予定されています。まだまだ残暑厳しい日が続くと思われますが、新たなめあてをもたせながら、これまで

の頑張りをさらに発展させ、一人一人の成長につなげていきたいと考えております。ご支援ご協力のほど、よ

ろしくお願いいたします。

【教育目標】自ら考え 判断し 明日を創る子どもの育成
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学校報 梵天

校内夏休み作品展 期日： ８月２５日～８月３１日 場所： １階図工室
子どもたちの夏休み中の頑張りを展示しています。暑い中、熱心に取り組んだ子どもたちの思いが

伝わってきます。全学年のものを展示してあります。ご都合がつきましたら、ぜひご覧ください。

※ 諸般の事情により変更することがありますこ

とを予めお含みおきください。

１日(金) 高学年着衣泳 ２１日(木) 全校チャレンジテスト(計算)

５日 (火 ) 全校チャレンジテスト(漢字) 芸術鑑賞（４・５年）

６日(水) ５年自然教室 ～７日 ２３日(土) 秋分の日

７日(木) 芸術鑑賞（１～３年） ２５日(月) 委員会活動

１１日(月) 大内小へ大内中学校職場体験～１２日 ２６日(火) マラソン記録会

１４日(木) 修学旅行（平泉・仙台方面）～１５日 ２７日(水) クラブ

１６日(土) 科学作品展～１７日 会場：カダーレ ２８日(木) 校内授業研究会

１８日(月) 敬老の日 (２・３年２組、５年２組)

１９日(火) 職員会議 ２９日(金) 読み聞かせ、１・２年校外学習

２０日(水) ３年学ぶんチャレンジツアー

行事予定

熊出没について
大内小グラウンドフェンス外で、８月２２日に熊の目撃情報がありました。詳細については緊急メールに

あったとおりです。子どもたちの安全を最優先に、学校生活が安心して送られるよう対応して参ります。

どうぞ、ご協力よろしくお願いいたします。

・校地内巡視と警察のパトロール

・今週は、スマイル広場、グラウンドでの遊びはなし。また、プールでの水泳授業なし。

（来週以降については、周囲の安全を確かめてから判断する）

徒歩通学の子どもたちは、今週は保護者の登下校の送迎をお願いします。また、来週以降も徒歩通学の際

は、子どもたちの安全確保のため、登下校の見守りをお願いいたします。

今年は、県内あちらこちらで熊の目撃情報があります。子どもたちの安全を最優先に対応して参りますの

で、熊に限らず野生動物を見かけた際には情報提供をよろしくお願いいたします。



第１９回 由利本荘市交通安全市民大会 ８／３
由利本荘市と由利本荘市交通安全対策協議会が主催した「交通安全市民大会」に６年生代表児

童９名が参加しました。交通安全メッセージコンクールの表彰や、小・中・高校生による体験発

表、大会宣言決議など行った後、県警音楽隊のステージ演奏を聴きました。

由利本荘市の交通事故は、発生件数は減少しているそうですが、子どもたちが交通事故に遭わ

ないように、今後も、「絶対に飛び出しをしない」「自分の命は自分で守る」など、しっかり指導

していきたいと考えています。また、ご家庭でも子どもたちへの声かけをお願いします。私たち

大人も一人一人が交通安全意識の高揚に努め、安全運転等を心がけたいものです。

※ ６年佐藤＊＊さんが、小学生を代表して体験発表をしました。

まだまだ暑い日が続き、熱中症が心配されます。まずは、生活リズムを整え、

元気に生活できるよう体調管理をお願いいたします

・十分な睡眠、そして朝食はしっかりと食べてきましょう

・水分補給のための、水やお茶の準備をお願いします

・帽子の着用、汗ふきタオルを持ってきましょう

「身近なことから考える交通安全」
６ 年 佐 藤 ＊ ＊

みなさんは、道路をわたっていて、あぶないと思ったことはありませんか。

ぼくの家の前の道路は、とてもこわいです。なぜなら、ゆるやかなカーブになっていて、

道路を渡ろうとするときに、車が来ているのか、来ていないのかが分かりづらいからです。

ぼくが、自転車で道路をわたろうとしたとき、とつぜん車が来たことがありました。「ぶつ

かる。」とはっとしました。車に気づいて道路を横断しないで止まることができたのですが、

もし気付かずわたっていたらどうなっていただろうと思います。とてもこわい思いをしたこ

とを今でも鮮明に覚えています。

ふだん、親からは、

「車の音も聞いてわたれ。」

と言われています。しかし、最近の車は音がエンジン音が静かで聞こえづらいです。ぼくの

家の前は、危険だけどミラーが設置しにくい場所だと聞き、だから、自分で注意して過ごさ

なければといけないと感じています。

ぼくが住んでいる地域の人たちは身近なところに危険があることが分かっています。でも、

市外や県外から来た人たちもよく通る道なので、運転する人はスピードに気をつけてほしい

と思います。由利本荘市は「スピード落とせ」と書かれたかんばんを使って、安全を呼びか

けています。しかし、それでもまだ、スピードを出して運転する人はいると感じています。

ニュースでもスピードの出しすぎによる事故を耳にします。車を運転する人は他人事でなく、

身近なところに危険があると自覚し、自分で気をつけて過ごすことが大切だと思いました。

事故を減らすため、看板だけではなく、市や県が一緒になって呼び掛けていくことが大切だ

と思います。

みなさんの中には、こわい思いや経験をしたことがない人もいると思います。けれども、

実際に事故や危険な目にあい、こわい思いをした人がいるということを忘れずに安全を第一

に考えて過ごしてほしいと思います。みんなが心がけることで、事故の件数ゼロを目指せる

かもしれません。未来が明るくなる気がします。ぜひ、みなさんも交通安全のことを身近な

こととして考えながら過ごしてみませんか。




